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　21世紀に対処する大学人にとって，医学の教育・研究および医療水準を高く保って，一層飛躍さ
せることは極めて：重要な課題であります．医学研究や診療の水準を高めるには，大学院制度を正し
く運用することが肝要ですが，これには種々問題点の多いこともまた事実であります．
　学校教育法によれば，大学院の目的は，「学術の理論および応用を教授・研究し，その深奥をきわ
めて，文化の進展に寄与する」とされています．即ち，医学系大学院は高度な学術研究を使命とし
て，研究者および高度の専門家の育成という二つの重責を担い，「医学教育者・研究者としての良き
後継者の育成」を主なる目的としてきましたが，決して満足すべき状態にあったとは云えません．
　ここ十年来，私立医科大学協会においても大学院問題が採り上げられ，加盟29大学について数回
にわたってアンケート調査が行なわれて，活発な議論がなされ，その結果が公表されてきました．
　この中でも，「臨床系大学院の存在意義，存在様式の不明確」さが問聴視され，学会認定医・専門
医の資格取得や外科的手技等臨床能力の低下を懸念する声は非常に強いものがありました．
　臨床系大学院の存在意義・目標としては，優れた指導的臨床医を作ること，臨床医として臨床研
究の心・方法論を学び実践させること，臨床と研究とが両立する人材を育てること等，指導者育成
の場と捉えるべきでしょうが，この際認定医・専門医制度との兼ね合いが問題を複雑化しています．
研究を主体とする大学院と臨床を主体とする認定医制度とは本来全く異なった体系のもので，これ
を両立させることはきわめて難しく，大学院の期間はあくまで研究に専念することが本道でありま
す．しかし臨床医にとって4年間臨床を離れることは明らかにマイナスと云えます．その解決策と
しては，2年間の臨床研修後に大学院に入学させ，大学院での研究の期間を出来るだけ短縮させる
（例えば3年間？）ことも一案でしょうし，逆に大学院4年卒業時に一律に論文提出・審査を義務付
けることを避け，論文の提出時期にある程度余裕を持たせて，質の良い研究を行ない易くすること
等も考えられます．
　一方，大学院課程に依らない所謂「乙論文博士」を如何に扱うかも大きな課題ですが，頭からそ
の存在価値を否定する事も出来ない現況にあります．
　要はその研究の質であり，大学院を安易な学位製造工場とすることなく，より高い理想を求めて，
常に自己点検・自己評価を怠らず，その改善に努力すべきでありましょう．
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